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Ⅰ.事例概要 
 

事例④： 社会実験の効果評価への適用事例 

◇プローブパーソンを利用することで，詳細な社会実験の効果を知る！ 

◇「お得時間」を確認することで，さらなるお得感を！ 
 

地方都心部において，高速道路の利用率は低いものとなっているにも関わらず，通勤交通等によっ

て一般道路が混雑しています．また，その影響により，生活道路等の細街路にまで自動車が流入して

います．その対策として高速道路の料金割引を行う社会実験が実施されました． 

本調査は，社会実験の効果を具体的に把握するためにプローブパーソンの適用，高速道路の利用を

より促進するために「お得時間」の提供，さらなる割引を行い，詳細な効果を把握した事例です． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国土交通省四国地方整備局土佐国道事務所 

背景・目的 

システム 

主な調査結果 

調査主体 

ＰＯＩＮＴ！ 
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6:00 6:30 7 :00 7:30 8:00 8:3 0 9:00 9 :3 0 10:00 10:30 1 1:0

10/3
10/4
10/5
10/6
10/7
10/8
10/9

10/10
10/11
10/12
10/13
10/14
10/15
10/16
10/17
10/18
10/19
10/20
10/21
10/22
10/23
10/24
10/25
10/26
10/27
10/28
10/29
10/30
10/31
11/1
11/2
11/3
11/4
11/5
11/6
11/7
11/8
11/9

11/10
11/11
11/12
11/13
11/14
11/15
11/16
11/17
11/18
11/19
11/20
11/21
11/22
11/23
11/24
11/25
11/26
11/27
11/28
11/29
11/30

6:00 6 :3 0 7:00 7:30 8:0 0 8:30

10/3
10/4
10/5
10/6
10/7
10/8
10/9

10/10
10/11
10/12
10/13
10/14
10/15
10/16
10/17
10/18
10/19
10/20
10/21
10/22
10/23
10/24
10/25
10/26
10/27
10/28
10/29
10/30
10/31
11/1
11/2
11/3
11/4
11/5
11/6
11/7
11/8
11/9

11/10
11/11
11/12
11/13
11/14
11/15
11/16
11/17
11/18
11/19
11/20
11/21
11/22
11/23
11/24
11/25
11/26
11/27
11/28
11/29
11/30

社会実験開始社会実験開始

平均出発時刻：7:46 → 8:12
平均通勤時間：57分→ 25分

平均出発時刻：6:58 → 6:59
平均通勤時間：50分→ 49分
（※一般道路利用のみで算出）

高速道路利用の多いモニター 高速道路利用の少ないモニター

平均30分程度

遅く出発

自宅：高知市西部・伊野町，勤務先：南国市北部

10/15‐10/31 50%割引 4トリップ
1~2
3~4
5~6
6~7
8~ （回）

自宅位置
勤務先位置

一般道路：５５分

高速道路利用

一般道路利用

有料道路：２０分
料金５０％割引

自宅 会社

一般道路：５５分

高速道路利用

一般道路利用

有料道路：２０分
料金５０％割引

自宅 会社

データベース

【出発時】　出発ボタン
目的地：○○
交通手段：△△
移動目的：□□

【到着時】　到着ボタン

ＧＰＳ衛星

ＧＰＳ携帯

位置特定 移動データの蓄積

情報配信

基地局

【測位】
Ｎ：３３．・・・
Ｅ：１３２．・・・
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Ⅱ.事例の具体 
 
１． 背景 
 
 
 

 

 

 

地方都心部において，通勤交通等によって一般道路が混雑しており，そのため混雑を避けよう

と生活道路のような細街路にまで自動車が流入している箇所が多くみられます．しかし，混雑が

なく余裕のある高速道路は，依然低い利用率にあります．高速道路の利用を促進するため，平成

１４年８月の社会資本整備審議会道路部会中間答申で，多様で弾力的な料金施策の導入が提言さ

れ，高知県，徳島県においては，高速道路割引の社会実験が実施されました．具体的な内容とし

ては，一般道路の混雑緩和・環境改善を図るために，平成１６年１０月１５日（金）～１２月２

２日（水）まで，特定ＩＣペア区間において，５０％料金割引が実施されました． 

社会実験の効果を詳細に把握するためには，具体の現象・内容・理由を明らかにする必要があ

ります．そこで，個々の動きの正確な把握が可能なプローブパーソン調査を本社会実験に適用し

ました． 

・ 幹線道路の混雑により，生活道路等の細街路に自動車が流入！ 
・ 交通容量に余裕のある高速道路の利用を促進する必要性の高まり！ 

１１．．背背景景  
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２．１．システム ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

調査機器として，ＧＰＳ携帯電話，Ｗｅｂダイアリーを使用しました． 

調査内容は，ＧＰＳ携帯電話を用いた「トラッキング調査」，Web ダイアリーを用いた「ダイア

リー調査」です． 

社会実験における高速道路料金割引による高速道路利用をさらに促すために「情報配信」を行

い，高速道路を利用することの時間的なお得感を「お得時間」として提供しました． 

システムの概要を図に示します． 
 

一般道路：５５分

高速道路利用

一般道路利用

有料道路：２０分
料金５０％割引

自宅 会社

一般道路：５５分

高速道路利用

一般道路利用

有料道路：２０分
料金５０％割引

自宅 会社

データベース

【出発時】　出発ボタン
目的地：○○
交通手段：△△
移動目的：□□

【到着時】　到着ボタン

ＧＰＳ衛星

ＧＰＳ携帯

位置特定 移動データの蓄積

情報配信

基地局

【測位】
Ｎ：３３．・・・
Ｅ：１３２．・・・

  
図 システムの概要 

２２．．調調査査概概要要  

・ プローブパーソンを用いることで，社会実験の詳細な効果を把握！ 
・ 高速道路を利用した場合における一般道路との所要時間差を「お得時間」 

として提供！ 
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（１）調査内容について  
 

① トラッキング調査 

 

 

 

位置提供機能と位置通知機能を持つＧＰＳ携帯を移動体通信システムとして用いました．モニ

ターにＧＰＳ携帯を期間中毎日携帯してもらいます． 

位置提供機能はモニターの位置座標を特定する機能(トラッキング)です(３０秒周期)． 

位置通知機能はモニターのトリップの出発到着位置座標，出発到着時刻，交通手段，目的地，

移動目的を特定する機能です．モニターに出発･到着時にＧＰＳ携帯のボタンを押す動作をして

もらい，位置，時刻等を確定します． 

 

② ダイアリー調査 

 

 

 

位置通知機能で得た情報を用いて，モニター帰宅後Ｗｅｂ上で 1 日の行動をダイアリー形式で

振り返り確認回答する調査です．ＧＰＳ端末の誤操作や押し忘れの修正を登録を行います．Ｗｅ

ｂダイアリー画面を図に示します． 

また，社会実験開始後は高速道路利用履歴を確認することができます．今まで高速道路を利用

することで，一般道路を利用するより，どれだけの時間「お得」をしたのかを確認することがで

きます． 

 

 

図 Ｗｅｂダイアリー画面 

・ 社会実験効果を具体的に検証するため，個人の詳細な移動を把握！ 

・ 高速道路利用による『お得時間』の履歴を確認！ 
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（２）情報配信について  
 

 

 

 

モニターに交通予報を配信します．ＧＰＳ携帯電話にはテキスト情報，パソコンにはマップ情

報を配信します． 

テキスト情報は，一般道路，高速道路を利用した場合の，現在，１５分後，３０分後の現在地

から目的地までの予想所要時間を配信します．また，過去に高速道路を利用した場合の，一般道

路よりどれだけ早く到着することができたかという「お得時間」の履歴を提供します．また，高

速道路の現時点での割引率，割引後の料金，移動開始からの移動時間を表示します． 

マップ情報は，現在，１５分後，３０分後のマップ情報を配信します．マップ情報は「等時間

マップ」，「混雑マップ」の２種類です．マップ情報により，高速道路，一般道路を利用した場合

の所要時間，走行速度などの情報を配信し，高速道路利用を促しました．マップ情報の画面を図

に示します． 

 

テキスト情報 等時間マップ情報 混雑マップ情報
（左：一般道路，右：高速道路）

 

図 マップ情報（左：等時間マップ，右：混雑マップ） 

・ 「お得時間」によって，高速道路を利用するお得感を与える！ 
・ テキスト情報，マップ情報でモニターの最適な経路利用を促す！ 



JSTE プローブ研究会事例集 

 6

２．２．調査規模 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
 

本社会実験に適用したプローブパーソン調査の概要を説明します． 

■ 調査名称：すいすい高知大実験，とくとく徳島大実験 

■ 調査期間：平成１６年１０月３日（日）～１１月３０日（火） 

■ 調査地域：高知，徳島 

■ 施策導入期間： 

社会実験期間 情報配信期間 調査期間
ケース１ × × 平成16年10月3日(日)～平成16年10月14日(木)
ケース２ ○ × 平成16年10月15日(金)～平成16年11月7日(日)
ケース３ ○ ○ 平成16年11月8日(月)～平成16年11月30日(火)  

 
・ 平成１６年１０月１５日（金）～１２月２２日（水）特定ＩＣペア間の料金を約５０％割引 

（社会実験） 

・ ケース３期間中に，社会実験とは別に，割引率を７０％，９０％と変化させるモニターを用意 

実験対象区間　徳島IC～藍住IC　9.1km
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37492101280
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172

220

199

196

126

270

482
397

124

99

86

：主要渋滞ポイント

：準主要渋滞ポイント

伊野IC⇔南国IC
普通車：600円→300円／大型車：900円→450円

高知IC⇔南国IC
普通車：350円→200円
大型車：500円→250円

伊野IC⇔高知IC
普通車：400円→200円
大型車：600円→300円

※図中の数値は交通量（百台/日）
　一般道路はH11センサス，高速道路はH15.9の平日平均  

図 社会実験における特定ＩＣペア区間 
 

■ 高知モニター数：１９２名 

138

54

男性

女性

31

6764

25
5

20代

30代

40代

50代

60代以上 135

30

8
8 4

61

会社員

公務員

自営業

主婦

学生

フリーター

その他・不明

 
図 モニター属性（性別，年代別，職業別） 
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■ 徳島モニター数：１５１名 

90

61
男性

女性

35

65

32

13
6

20代

30代

40代

50代

60代以上
9610

5

18

15

4

3 会社員

公務員

自営業

主婦

学生

フリーター

その他・不明

 
図 モニター属性（性別，年代別，職業別） 

 
■ モニター募集 

モニター募集は以下の方法で実施しました． 

・ 従業員アンケート調査回答者 

・ 商工会議所の紹介 

・ 新聞折込広告 

・ Ｗｅｂ 

 

   

 

 

図 モニター募集ツール（左：広告，右：Ｗｅｂ） 
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（１）高速道路利用の増減  

 
 
 
 
 

① 全モニターに着目 
 

実験前平日（10/4～10/8）実験前平日（10/4～10/8） 実験中平日（10/25～10/29）実験中平日（10/25～10/29）

高知道（高知IC→伊
野IC間）のリンク利用
率は35％から69％ま

で増加

高知道（高知IC→伊
野IC間）のリンク利用
率は35％から69％ま

で増加

OD間の利用経路が減少

（抜け道利用が減少）し
て、高知道と直轄国道が
中距離トリップを分担

OD間の利用経路が減少

（抜け道利用が減少）し
て、高知道と直轄国道が
中距離トリップを分担

高知自動車道

国道32号

南国市南部

伊野町

南国市南部

伊野町

リンク利用率＝当該リンク走行のトリップ数／対象OD間の全トリップ数

～20%
～40%
～60%
60%～

リンク利用率

～20%
～40%
～60%
60%～

リンク利用率

 
図 社会実験開始前後のリンク利用率の変化 

 
図は社会実験開始前後のリンク利用率を表しています．実験開始前，高速道路利用率は３５％

で，一般道路の負担が大きかったのですが，実験開始後は高速道路の利用率が６９％に増加し，

一般道路を利用している人が大きく減少していることが分かります． 
また，一般道路利用者が減少したことで，生活道路等の細街路へ流入していた自動車が主要国

道のみで負担されるようになったことが分かります． 

３３．．調調査査結結果果  

・ 社会実験の料金割引施策により，高速道路利用率が大幅に増加し，自動車の

生活道路への流入が減少！ 

・ 高速道路のリンク利用率が増加！ 
・ 一般道路の利用経路（抜け道経路）が減少し，主要道路のみで分担！ 
・ 個人の移動に着目し，高速道路利用の促進を確認！ 
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② 個々のモニターに着目 

 

 10/03‐10/14 割引なし 3トリップ

1~2
3~4
5~6
6~7
8~ （回）

自宅位置
勤務先位置

  

10/15‐10/31 50%割引 4トリップ
1~2
3~4
5~6
6~7
8~ （回）

自宅位置
勤務先位置

 

11/16‐11/30 90% 9トリップ
1~2
3~4
5~6
6~7
8~ （回）

自宅位置
勤務先位置

 
図 モニターの通勤時における利用経路の変化 

 
このモニターの場合，割引なしの期間は，高速道路は一度も選択されておらず，一般道路のみ

を選択していることが分かります．割引導入以降，高速道路選択肢に加えられ，割引率が高くな

るにつれて，高速道路の選択回数が増えています．割引率９０%の期間は，一般道路の選択は無

くなり，高速道路のみを選択していることが分かります． 
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（２）細街路利用の増減  
 
 
 

高知駅

県庁

はりまや橋

高知駅

県庁

はりまや橋

実験前（10/3～10/9）実験前（10/3～10/9）
実験中（11/7～11/13）実験中（11/7～11/13）

細街路走行が減少

高知駅

県庁

はりまや橋

高知駅

県庁

はりまや橋

1
3
5
7

凡例(台数)

~  2
~  4
~  6
~

1
3
5
7

凡例(台数)

~  2
~  4
~  6
~

 

図 細街路走行の社会実験前後の変化 
 
図は社会実験開始前後のリンク走行台数を示しています．実験開始後，高速道路利用者が増え

たために生活道路等の細街路に流入する自動車の台数が減少したことが分かります． 

・ 細街路を走行する自動車が減少！ 



JSTE プローブ研究会事例集 

 11

（３）所要時間の比較  
 
 
 
 

高速道路利用 一般道路利用高速道路利用 一般道路利用

6:00 6:30 7 :00 7:30 8:00 8:3 0 9:00 9 :3 0 10:00 10:30 11:0
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10/11
10/12
10/13
10/14
10/15
10/16
10/17
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10/19
10/20
10/21
10/22
10/23
10/24
10/25
10/26
10/27
10/28
10/29
10/30
10/31
11/1
11/2
11/3
11/4
11/5
11/6
11/7
11/8
11/9

11/10
11/11
11/12
11/13
11/14
11/15
11/16
11/17
11/18
11/19
11/20
11/21
11/22
11/23
11/24
11/25
11/26
11/27
11/28
11/29
11/30

6:00 6 :3 0 7:00 7:30 8:0 0 8:30

10/3
10/4
10/5
10/6
10/7
10/8
10/9

10/10
10/11
10/12
10/13
10/14
10/15
10/16
10/17
10/18
10/19
10/20
10/21
10/22
10/23
10/24
10/25
10/26
10/27
10/28
10/29
10/30
10/31
11/1
11/2
11/3
11/4
11/5
11/6
11/7
11/8
11/9

11/10
11/11
11/12
11/13
11/14
11/15
11/16
11/17
11/18
11/19
11/20
11/21
11/22
11/23
11/24
11/25
11/26
11/27
11/28
11/29
11/30

社会実験開始社会実験開始

平均出発時刻：7:46 → 8:12
平均通勤時間：57分→ 25分

平均出発時刻：6:58 → 6:59
平均通勤時間：50分→ 49分
（※一般道路利用のみで算出）

高速道路利用の多いモニター 高速道路利用の少ないモニター

平均30分程度

遅く出発

自宅：高知市西部・伊野町，勤務先：南国市北部

 

図 高速道路利用者と一般道路利用者の，社会実験前後の所要時間の比較 
 

図は，社会実験開始後に，通勤を高速道路利用に変更したモニターと，一般道路を利用し続け

たモニターの所要時間の比較です．高速道路を利用しているモニターは，実験開始前と比較して，

所要時間が約３２分短縮したことが分かります．そのために，出発時刻を３０分程度遅らせても，

到着時刻は若干早まっています．一般道路を使い続けたモニターは，実験により高速道路利用者

が増えたために，通勤における所要時間の短縮が若干確認できました． 

所要時間の短縮により，出勤前の時間の確保ができたために効率的な時間の使い方ができると

考えられます． 

・ 高速道路を利用することで，所要時間が平均３２分減少！ 
・ 朝，出勤前にゆとりのある時間を確保！ 
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１．社会実験の効果を具体的に把握することが可能  

本事例のようにプローブパーソン調査を社会実験に適用することで，社会実験の効果の具体

的な現象・内容・理由を把握することができます． 
 
２．情報提供により社会実験の効果を促進することが可能  

モニターに情報提供を行うことにより，金銭面，所要時間面を考慮し，効率的に利用する機

会を促進することができます． 

 
 

４４．．ポポイインントト  


	社会実験の効果評価への適用事例


